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Ⅰ ． 一 般 仕 様 
 

 

１．適用範囲 

本書は、金属管被覆光ファイバケーブルの購入仕様書である。 

 

２．納入期日 

指定する年月日 

 

３．納入場所 

指定する場所 

 

４．規  格 
（１）（省略） 

（２）特に指定のない事項については、ＪＩＳ及び電力用規格に準拠する。 

 

５．型式認定 

（１）納入品は、発注者の型式認定を受けたものを原則とする。 

（２）型式認定は、製品の品質確認並びに製造者の品質維持力等について認定を行う。 

（３）型式認定の実施方法は次の書類により審査し、必要に応じて製造者の工場で認定検査をする場合

がある。 

ａ．型式認定申込書（様式は自由とする）・・・・・・・・・・１部 

ｂ．製品仕様書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２部 

ｃ．試験成績書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２部 

ｄ．仕様相違点説明書（当社仕様との相違点がある場合）・・・２部 

（４）型式認定後、変更事項が生じた場合は軽微な変更を除き、新たに認定を受けるものとする。 

（５）型式認定に関する費用は、全て受注者の負担とする。 

 

６．設計及び製作 

設計、製作の段階で本仕様を変更する必要が生じた場合には、発注者に申し出て、作成に移るものとす

る。 

この仕様書を一方的に解釈した場合、あるいは仕様によらない事項があった場合には、受注者の責任に

おいて変更させることがある。 

 

７．検  査 

型式認定品以外のものは、ケーブル製作完了後、発注者係員立会のうえ、工場検査を行う場合がある。

ただし、協議により製造者の工場試験成績書の提出をもってこれに代える場合がある。 

なお、これに関する費用は全て受注者の負担とする。 

 

８．保  証 

保証期間は受渡完了後２年とし、その他の保証内容については発注者「購買見積要領説明書」のとおり

とする。 

 

９．特 許 等 

ケーブルの設計、製作、材料及びこれに付帯する工法に関する特許等は、受注者の責任において処理す

るものとする。 

 

10．見積書の添付書類 

型式認定品においては、見積書に製作事項書（様式は省略）を３部添付すること。 



 

 ２ 

11．製 作 図 

型式認定品は製作事項書を製作図に代えるものとする。 

型式認定品以外のものは、見積書提出にあわせて製作図を発注者に提出し、製作に移るものとする。 

 

12．納入時提出書類 

納入時には、指定する試験項目について、製作者の工場試験成績書を３部提出すること。 

 

 

 

 

Ⅱ ． 見 積 内 容 

 

以下の分類とする。 

 

１．光ファイバケーブル・・・・・・・・・・・・・・・・・・指定数量 

 

２．梱包輸送費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１式 
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Ⅲ ． 詳 細 仕 様 

 

１．共通仕様 

 

１．１ 光ファイバ素線 

 

１．１．１ 使用温度範囲 
－３０℃から＋６０℃までとする。 

 

１．１．２ 素  線 

素線の仕様は、表１－１の通りとする。 

表１－１ 光ファイバ素線の仕様 

項     目 仕         様 

ファイバ種別（波長） 

石英系シングルモード光ファイバ 

ＳＭＡ 

(1,310ｎｍ零分散) 

ＳＭＢ 

(1,550ｎｍ零分散) 

ＣＳＦ 

(1,550ｎｍｶｯﾄｵﾌｼﾌﾄ) 

モードフィールド径 9.2μｍ±0.7μｍ 8.0μｍ±0.8μｍ 10.5±1μｍ(注3) 

クラッド径 １２５±２μｍ １２５±２μｍ １２５±２μｍ 

クラッド非円率 ２％以下 ２％以下 ２％以下 

ﾓｰﾄﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ偏心量 １μｍ以下 １μｍ以下 １μｍ以下 

ｹｰﾌﾞﾙｶｯﾄｵﾌ波長 1,260nm以下 1,260nm以下 1,530nm以下 

ファイバカール ２ｍ以上 同左 － 

損 失  （注1） 
0.4dB/km以下 

(1,310nm) 

0.26dB/km以下 

(1,550nm) 

0.25dB/km以下 

(1,550nm) 

ゼロ分散波長範囲 1,300nm～1,324nm 1,525nm～1,575nm － 

最大ゼロ分散 

スロープ（注2） 
0.093ps/nm2･km 0.085ps/nm2･km 0.07ps/nm2･km 

最大全分散 － 
3.0ps/nm･km 

（1,525～1,575nm） 
－ 

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾚﾍﾞﾙ １．０％以上 

緩衝層 紫外線硬化型樹脂（素線外径 250±15μm） 

（注１）損失は光ファイバ素線単体の特性ではなく、ケーブル特性とする。 

（注２）最大ゼロ分散スロープ（分散値を縦軸、波長を横軸とした時のゼロ分散波長点での傾き）で規定。 

（注３）ＣＳＦのモードフィールド径は、11±1μｍも可とする。ただし、モードフィールド 10.5±1μｍ

と接続した場合の接続損失等の特性は同一モードフィールド径と接続した場合と同等であること。 
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１．１．３ 特  性 
ケーブルの特性は、表１－２の通りとする。 

 

表１－２ ケーブルの特性（その１） 

項       目 
性              能 

ＰＥシース 難燃ＰＥシース 

シ 

｜ 

ス 

材 

料 

引 

張 

強 

度 

常 温 
引張強度 １０ＭＰａ以上 ５ＭＰａ以上 

伸  び ４００％以上 ３００％以上 

加熱後 

の残率 

引張強度  加熱前の値の８０％以上  加熱前の値の７５％以上 

伸  び  加熱前の値の８０％以上  加熱前の値の７５％以上 

加熱変形性（厚さ減少率） １０％以下 ２０％以下 

耐 寒 性 試験温度-50℃以下で破壊しないこと 試験温度-30℃以下で破壊しないこと 

発 煙 性 － 煙濃度（Ｄｓ）が１５０以下 

発生ガス性 － ｐＨ３．５以上 

耐延焼性 － 上端まで延焼しないこと 

損失温度変動 ０．１ｄＢ／ｋｍ以下 
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表１－２ ケーブルの特性（その２） 

種類 構造 仕様 心線 引張強さ 屈曲性 しごき強度 圧縮力 

架 

空 

用 

金属管被覆 
一般 

(吊線付) 
 

(吊線ｻｲｽﾞ7本/1.6mm) 

4.75kN以上 

(吊線ｻｲｽﾞ7本/2.0mm) 

7.55kN以上 

(吊線ｻｲｽﾞ7本/2.6mm) 

12.70kN以上 

ｹｰﾌﾞﾙ外径の

10倍以下 
1.47kN以上 0.74kN以上/50mm 

地  

中  

用 

金属管被覆 一般難燃  0.49kN以上 10Ｄ以下 0.49KN以上 0.74kN以上/50mm 
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１．１．４ 吊 線 

（１）構 造 

吊線付ケーブルは、だるま型ケーブルとする。 

構造は、図１－１の通りケーブルと吊線を平行にして黒色ＰＥを共通被覆し、一体化する。ケーブ

ルと吊線との本体とのつながり部の断面寸法は、約２ｍｍ×２ｍｍとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１ だるま型ケーブル 

 

 

（２）鋼撚線 

吊線には JIS G 3537（亜鉛めっき鋼撚線）の１種Ａ級または同等の性能を有する鋼撚線を使用す

る。 

 

（３）シース 

亜鉛めっき鋼撚線上に黒色ＰＥを標準値１．０ｍｍの厚さに同心円状に被覆する。 

 

（４）吊線サイズ 

７本／１．６ｍｍ（14SQ）を標準とする。だたし，７本／２．０ｍｍ（22SQ）および７本／２．６

ｍｍ(38SQ)を指定する場合がある。 

 

（５）高耐食吊線 

   吊線は耐食性に優れた高耐食吊線を指定する場合がある。 

 

ケーブル 
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２．個別仕様 
 

２．１ （省略） 
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２．２ 金属管被覆光ファイバケーブル 

 

２．２．１ 光ファイバ心線の構造 
光ファイバ心線は２心テープ型もしくは単心型とする。２心テープ型心線の構造はテープ型光ファイバ

ケーブルの規格を適用し、単心型心線の構造は表２－７に示す通りとする。また，心線識別色および標準

心線数は表２－８、表２－９で示す通りとする。 

 

 

表２－７ 単心型心線の構造 

被覆 
材  質 紫外線硬化型樹脂 

外  径 ２５０±１５μｍ 

識     別 着色を施すものとする（表２－９） 

 

 

表２－８ ２心テープ心線１次被覆の色 

心線No. 

テープNo. 

ＳＭＡ 
備  考 

１ ２ 

１ 青 白  

２ 黄 白  

３ 緑 白  

４ 赤 白 12心型 

５ 紫 白  

６ 茶 白   

７ 灰 白  

８ 桃 白  

９ 橙 白  

１０ 黒 白       24心型 

１１ 水 白  

１２ 透明 白  

 

 

表２－９ 単心型１次被覆の色 

心線NO. １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

色 青 黄 緑 赤 紫 白 茶 灰 桃 橙 水色 Ｎ 

心線NO. １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

色 青S1 黄S1 緑S1 赤S1 紫S1 白S1 茶S1 灰S1 桃S1 橙S1 水色S1 ＮS1 

心線NO. ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ３２ ３３ ３４ ３５ ３６ 

色 青W 黄W 緑W 赤W 紫W 白W 茶W 灰W 桃W 橙W 水色W ＮW 

心線NO. ３７ ３８ ３９ ４０ ４１ ４２ ４３ ４４ ４５ ４６ ４７ ４８ 

色 青S2 黄S2 緑S2 赤S2 紫S2 白S2 茶S2 灰S2 桃S2 橙S2 水色S2 ＮS2 

       色記号 N：ナチュラル色 

           S1：シングルリングマーク 

           W：ダブルリングマーク 

           S2：シングルリングマークピッチ 

           リングマークの色は黒 

 

 

表２－１０ 標準心線数 

区    分 種        類 

心線タイプ ２心テープ型 単心型 

心  数 １２，２４ ４８ 
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２．２．２ ケーブルの構成 

金属管被覆光ファイバケーブルの構造は表２－１１、表２－１２、図２－４に示す通りとする。 

 

 

表２－１１ 金属管被覆光ファイバケーブルの構成 

種  類 

 

項  目 

架 空 用 地 中 用 

一 般 (吊 線 付) 一 般 難 燃 

金属管 

材質 ＳＵＳ ３０４ 

肉厚 標準 ０．２ｍｍ 

外径 標準 ３．６ｍｍ 

充填材 ジェリー 

シース 
材質 

黒色ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

（ＰＥシース） 

黒色難燃ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

(難燃ＰＥシース) 

最小厚 本体 ２．０ｍｍ，吊線１．０ｍｍ ２．０ｍｍ 

 

 

表２－１２ 金属管被覆光ファイバケーブルの構造寸法 

種類 仕様 心線 
吊線構成 

(本/mm) 

仕上外径 

(約mm) 

概算質量 

(約kg/km) 

架  空  用 
一般 

(吊線付) 
ﾃｰﾌﾟ心線，単心 

7/1.6 8×17 200 

7/2.0 8×18 270 

7/2.6 10×20 400 

地  中  用 一般難燃 ﾃｰﾌﾟ心線，単心 － 8 60 

（注１）ケーブルの外径の公差は、±１０％とする。
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図２－４ 金属管被覆光ファイバケーブルの構造 

種 

類 

仕 

様 

心 

線 

構           造 

架  

空  

用 

金 

属 

管 

被 

覆 

吊 

線 

付 

テ
ー
プ
心
線
型 

 

単
心
型 

 

地 

中 

用 

金 

属 

管 

被 

覆 

難 

燃 
テ
ー
プ
心
線
型 

 

単
心
型 

 

 

ＰＥシース 

金属管 

ジェリー 

２心テープ心線 

ＰＥシース 

金属管 

ジェリー 

単心心線 

難燃ＰＥシース 

金属管 

ジェリー 

２心テープ心線 

難燃ＰＥシース 

金属管 

ジェリー 

単心心線 
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３．試  験 

 

３．１ 光ファイバ構造パラメータ試験 

 

３．１．１ 光ファイバ素線径 

ＪＩＳ Ｃ ３００５（ゴム・プラスチック絶縁電線試験方法）の４．３構造によって行う。 

 

３．１．２ テープ型光ファイバ心線寸法 

ＪＩＳ Ｃ ６８３８（テープ形光ファイバ心線）の８．３心線の寸法によって行う。 

 

３．１．３ モードフィールド径 

ＪＩＳ Ｃ ６８２５（光ファイバ構造パラメータ試験方法－光学的特性）の７．モードフィールド径（ＭＦＤ）

の試験方法によって行う。 

 

３．１．４ クラッド径･モードフィールド偏心量･クラッド非円率 

ＪＩＳ Ｃ ６８２２（光ファイバ構造パラメータ試験方法－寸法特性）の６．光ファイバ寸法測定方法によって

行う。 

 

３．１．５ ケーブルカットオフ波長 

ＪＩＳ Ｃ ６８２５（光ファイバ構造パラメータ試験方法－光学的特性）の６．カットオフ波長の試験方法に記

載のケーブルカットオフ波長の試験方法によって行う。 

 

３．１．６ 波長分散 

ＪＩＳ Ｃ ６８２７（光ファイバ波長分散試験方法）によって行う。 

 

３．１．７ ファイバカール 

ＪＩＳ Ｃ ６８２１（光ファイバ機械特性試験方法）の 

 １５．側面顕微鏡法による光ファイバカールの測定方法（ＩＥＣ６０７９３－１－Ｂ８Ａ）、 

 １６．レーザ光散乱による光ファイバカールの測定方法（ＩＥＣ６０７９３－１－Ｂ８Ｂ）によって行う。 

 

３．１．８ 曲げ特性 

ＪＩＳ Ｃ ６８２３（光ファイバ損失試験方法）の１６．曲げ損失（ＩＥＣ６０７９３－１－Ｃ１１）によって

行う。 

 

３．２ 光ファイバ機械特性試験 

 

３．２．１ スクリーニングレベル 

ＪＩＳ Ｃ ６８２１（光ファイバ機械特性試験方法）の６．スクリーニング（プルーフ）試験方法（ＩＥＣ６０

７９３－１－Ｂ１）によって行う。 
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３．２．２ ねじり（テープ型光ファイバ心線） 

ＪＩＳ Ｃ ６８３８（テープ型光ファイバ心線）の８．４ねじり試験によって行う。ただし、回転角は１８０度

とする。 

 

３．３ ケーブル構造試験 

完成品の構造、寸法をＪＩＳ Ｃ ３００５（ゴム・プラスチック絶縁電線試験方法）の４．３構造によって行う。 

また、引き裂き紐にて容易に引き裂けるかどうかを調べる。 

 

３．４ シース材料試験 

 

３．４．１ 引張強度 

ＪＩＳ Ｃ ３００５（ゴム・プラスチック絶縁電線試験方法）の４．１６絶縁体及びシースの引張りによって試

験片をつくり、次の試験を行う。 

（１）常温試験 

ＪＩＳ Ｃ ３００５（ゴム・プラスチック絶縁電線試験方法）の４．１６絶縁体及びシースの引張りによ

って行う。 

（２）加熱試験 

ＪＩＳ Ｃ ３００５（ゴム・プラスチック絶縁電線試験方法）の４．１７加熱によって行う。 

ただし、温度は１００±２℃とし、加熱時間は４８時間とする。 

 

３．４．２ 加熱変形性 

ＪＩＳ Ｃ ３００５（ゴム・プラスチック絶縁電線試験方法）の４．２３加熱変形によって行う。 

ただし、試験片は板状、荷重は９.８Ｎ、温度は７５±２℃とする。 

 

３．４．３ 耐寒性 

ＪＩＳ Ｃ ３００５（ゴム・プラスチック絶縁電線試験方法）の４．２２耐寒によって行う。 

 

３．４．４ 発煙性 

ＪＩＳ Ｃ ６０６９５－６－３１（環境試験方法－電気・電子－耐火性試験－煙による光の不透過度の測定－小 

規模静的試験方法－材料）によって行う。 

 

３．４．５ 発生ガス性 

日本電線工業会規格ＪＣＳ第７３９７号（電線・ケーブルの燃焼性に関する特性試験方法）の５．燃焼時発生ガス 

の酸性度によって行う。 
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３．５ ケーブル特性試験 

 

３．５．１ 耐延焼性 

ＪＩＳ Ｃ ３５２１（通信ケーブル用難燃シース燃焼性試験方法）によって行う。 

３．５．２ 損  失 

ＪＩＳ Ｃ ６８２３（光ファイバ損失試験方法）による。 

ただし、短尺ケーブル（Ｌ：ケーブル長）においては、表３－１を満たすこと。 

表３－１ 短尺損失規定 

ケーブル長（Ｋｍ） ファイバ種別 判   定   式 

Ｌ＜０．４ ＣＳＦ 損失≦規格値×Ｌ＋０．２（ｄＢ） 

Ｌ＜０．２ ＳＭＡ・ＳＭＢ 損失≦０．２（ｄＢ） 

０．２≦Ｌ＜１ 
ＳＭＡ 損失≦０．２５×Ｌ＋０．１５（ｄＢ） 

ＳＭＢ 損失≦０．０７５×Ｌ＋０．１８５（ｄＢ） 

なお、出荷試験時は、後方散乱光法でもよいものとする。 

 

３．５．３ 損失温度変動 

ＪＩＳ Ｃ ６８５１（光ファイバケーブル特性試験方法）の２３．温度サイクルによる。 

ただし、温度サイクル条件は、表３－２とする。 

表３－２ 温度サイクル条件 

温度変動条件（１サイクル） 温度保持時間 サイクル数 

２０℃→－３０℃→６０℃→２０℃ ２時間以上 ２ 

 

３．５．４ ケーブル引張強度 

ＪＩＳ Ｃ ６８５１（光ファイバケーブル特性試験方法）の５．引張りによる。 

表１－２の張力を印加して試験を印加した時及び張力印加を開放した時において試験前との損失変動がないこと

（０．０５ｄＢ以下）を確認する。 

 

３．５．５ ケーブル屈曲性 

ＪＩＳ Ｃ ６８５１（光ファイバケーブル特性試験方法）の１４．曲げ手順Ｂ（試験方法Ｅ１１Ｂ）による。 

表１－２の曲げ半径で、１８０度曲げを加えた時及び曲げを開放した時において試験前との損失変動がないこと 

（０．０５ｄＢ以下）を確認する。なお、曲げ回数は、５往復とする。 

 

３．５．６ しごき強度 

ケーブルをしごき角１３５度で屈曲部用金車（Ｒ２５０ｍｍまたはＲ３００ｍｍ）に通し、表１－２の張力で５往 

復しごく。標準しごき長は、１ｍ以上とする。 

試験中の損失変動が０．１ｄＢ以下であること及び試験後において試験前との損失変動がないこと（０．０５ｄＢ 

以下）を確認する。また、外観に異常のないことを確認する。 
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３．５．７ 圧縮強度 

ＪＩＳ Ｃ ６８５１（光ファイバケーブル特性試験方法）の７．圧壊による。 

表１－２または同等の圧縮力を印加した時及び圧縮力印加を開放した時において試験前との損失変動がないこと 

（０．０５ｄＢ以下）を確認する。 

 

３．５．８ 耐衝撃性 

ＪＩＳ Ｃ ６８５１（光ファイバケーブル特性試験方法）の８．衝撃による。なお、５００ｇ×１ｍまたは同等 

の落下条件で、直径２５ｍｍの錘を長さ５００ｍｍのケーブル本体に１０ヶ所落下させる。 

試験中の損失変動が０．１ｄＢ以下であること、及び試験後において試験前との損失変動がないこと（０．０５ｄ 

Ｂ以下）を確認する。 

 

３．５．９ 耐捻回性 

ＪＩＳ Ｃ ６８５１（光ファイバケーブル特性試験方法）の１１．ねじりによる。標準試験長が１ｍのケーブル 

に２４５Ｎの荷重をかけ±１８０度の捻回を３回加える。 

捻回を開放した時において試験前との損失変動がないこと（０．０５ｄＢ以下）を確認する。 

 

３．５．１０ 耐振動性 

約１ｍのケーブルの両端を固定し、振幅±５ｍｍ、振動数１０Ｈｚ、振動回数１０６ 回の条件で固定端から約０．

５ｍの位置を加振する。試験後において試験前との損失変動がないこと（０．０５ｄＢ以下）を確認する。 

 

３．５．１１ （省略） 

 

３．５．１２ （省略） 

 

３．５．１３ （省略） 

 

４．（省略） 

 

５．荷  造 

ケーブルは、その両端を湿気の侵入を防ぐよう完全密封した後、１条毎に丈夫な巻枠に巻付け、運搬中損傷しない 

よう適切な荷造りを施す。 

 

６．表  示 

 

６．１ ケーブルの表示 

ケーブルシースの表面に、容易に消えない方法により、製造者名（またはその略号）及び製造年を連続表示する。 

なお、１ｍ間隔でレングスマーク（ケーブルの長さ[数字]）を表示する。 
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６．２ ドラムの表示 

ドラムの適当な所に次の事項を表示または容易に消えない方法で貼付する。（英字でも可とする） 

（１）名称「光ファイバケーブル」 

（２）ケーブルの略号 

（３）長さ 

（４）正味質量及び総質量 

（５）製造者名またはその略号 

（６）製造年月（西暦） 

（７）ドラム回転方向及びケーブル巻き終りの位置 

（８）ドラム番号 

（９）購入者名 

 

７．（省略） 

 

８．プーリングアイ 

吊線なしケーブルには、指定によりケーブルの巻初め端、巻終り端にプーリングアイを取付けること。 

 


